
9

小川　健二
所属・職名	 大学院文学研究院・心理学研究室・准教授
略　　　歴	 平成13年　慶應義塾大学環境情報学部卒業
	 平成19年　	京都大学大学院情報学研究科博士課程修了・

博士（情報学）
	 平成25年　北海道大学大学院文学研究科・准教授

【脳機能イメージングによる認知・学習機構の解明】
　ヒトは様々な運動スキルを柔軟に学習することができる。こ
れは感覚情報と運動指令との対応関係を、脳が内部モデルとし
て保持しているためであると考えられる。我々は感覚運動制御
に関わる内部モデルの神経表象を、ヒトを対象とした脳機能イ
メージング法を使って検討を加えている。具体的には、機能的
核磁気共鳴画像法（fMRI）や脳磁図（MEG）で得られた脳活
動パターンを、多変量解析や機械学習の方法を使って詳細に解
析している（図1、2）。その結果、視覚野から頭頂葉に至る経
路で、視覚から運動への座標変換がなされていることや、複数
の感覚運動スキルが感覚運動野や小脳で保持されていること等
を明らかにしている。
　さらに、自分の運動表象は他者の行為を認識する際にも使
われている点が示唆されており、自他に共通した神経表象はミ
ラー・ニューロン・システムと呼ばれている。このような身体
化に基づく社会的認知についても検討を行っており、頭頂葉や
運動前野を含む MNS では視覚変化に対して不変な行為の神経
表象が存在することを明らかにした。
　さらに近年は脳機能イメージングの応用として、課題遂行中
の脳活動をリアルタイムで実験参加者本人に呈示するニューロ
フィードバックを使い、脳の状態を直接的に操作することで、
運動や知覚学習の促進ができる可能性を検証している（図3）。
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図3　ニューロフィードバックによる感覚運動学習の促進
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